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９
月
定
例
会

各
会
計
決
算

ど
う
な
っ
た　
　

以
前
の
あ
の
答
弁

一　

般　

質　

問

議　

決　

結　

果

委
員
会
報
告

９
月
定
例
会

各
会
計
決
算

議　

決　

結　

果

一　

般　

質　

問

委
員
会
報
告

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

関
連
の
国
庫
返
還
金
や
交

付
金
確
定
等
に
よ
る
補
正
、

職
員
の
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
の
補
正
、
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
の
改
修
費
用
な
ど

事
業
執
行
に
伴
う
関
連
経

費
の
補
正
な
ど
。

　

補
正
額
、
予
算
総
額
は

下
表
を
参
照
。

　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

さ
れ
た
。

　

主
な
事
業
と
質
疑
応
答

は
以
下
の
と
お
り
。

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
改
修
工
事

関
連
費１

，１
８
７
万
９
千
円

　

旧
庁
舎
を
活
用
し
て
い

る
適
応
指
導
教
室
の
、
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
へ
の
移
転

に
向
け
て
空
調
や
照
明
機

器
等
を
改
修
す
る
。

問
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
を

適
応
指
導
教
室
と
し
て
使

用
す
る
に
あ
た
り
、
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答　

現
在
の
場
所
は
仮
住

ま
い
的
で
あ
っ
た
。
適
応

指
導
教
室
の
場
所
を
き
ち

ん
と
決
め
て
、
不
登
校
の

問
題
に
腰
を
据
え
て
対
応

し
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
教

育
が
で
き
、
最
終
的
に
は

保
護
者
の
相
談
機
能
も
含

め
た
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

と
い
っ
た
役
割
を
考
え
て

い
き
た
い
。

問
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
を

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

現
在
使
わ
れ
て
い
る
方
へ

の
対
応
は
。

答　

陶
芸
部
の
方
々
（
た

ち
ば
な
大
学
陶
芸
部
、
陶

芸
サ
ー
ク
ル
）
が
使
用
し

て
い
る
。
今
後
は
文
化
会

館
の
創
作
室
で
活
動
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
了
承
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

８
月
30
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で
の
27
日
間
の
日
程
で
開
催
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
な
ど
の
決
算
認
定
７
件
、
報
告
３
件
、
人
事
同
意
案
件

１
件
、
承
認
１
件
、
補
正
予
算
や
条
例
に
関
す
る
議
案
等
13
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

養
育
支
援
訪
問
事
業

　

１
８
７
万
円

　

要
保
護
児
童
対
策
に
お

い
て
、
支
援
が
特
に
必
要

な
家
庭
等
へ
の
訪
問
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

居
宅
介
護
事
業
所
へ
の
委

託
料
を
追
加
す
る
。

問
　
補
正
前
の
予
算
額
と
、

事
業
の
現
状
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
る
。

答　

当
初
予
算
は
93
万
６

千
円
、
今
回
の
補
正
で
計

２
８
０
万
円
強
と
見
込
ん

で
い
る
。
１
日
２
時
間
を

限
度
と
し
て
月
20
時
間
以

内
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
行

っ
て
お
り
、
期
間
は
基
本

的
に
１
カ
月
以
内
、
状
況

に
よ
っ
て
２
カ
月
、
３
カ

月
と
す
る
事
業
だ
。
現
状

で
は
、
な
か
な
か
１
カ
月

で
生
活
が
改
善
さ
れ
る
と

い
う
状
況
に
は
な
い
。
相

談
件
数
も
増
え
期
間
も
延

び
て
い
る
状
況
か
ら
、
今

回
の
補
正
に
至
っ
た
。

龍
田
小
学
校
ラ
ン
ド
セ
ル
棚
改
修

　

１
，１
２
７
万
５
千
円

　

教
室
に
設
置
さ
れ
て
い

る
木
製
ラ
ン
ド
セ
ル
棚
等

を
改
修
す
る
も
の
で
、
森

林
環
境
整
備
促
進
基
金
を

活
用
す
る
。

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

・
令
和
４
年
度
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定

・
令
和
４
年
度
下
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定

　

付
託
審
査
（
Ｐ
14
参
照
）

を
経
て
、
い
ず
れ
も
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

・
福
祉
医
療
費
助
成
条
例

（
一
部
改
正
）

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
実
施
条
例
（
一
部
改

正
）

・
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例

（
一
部
改
正
）

・
町
立
幼
稚
園
に
お
け
る

預
か
り
保
育
に
関
す
る
条

例
（
一
部
改
正
）

・
令
和
４
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定

・
令
和
４
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定

・
令
和
４
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算
の

認
定

・
令
和
４
年
度
墓
園
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定

　

付
託
審
査
（
Ｐ
15
参
照
）

を
経
て
、
全
員
賛
成
ま
た

は
賛
成
多
数
に
よ
り
い
ず

れ
も
可
決
さ
れ
た
。

一
般
会
計
決
算
委
員
会

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計

決
算
の
認
定

　

付
託
審
査
（
Ｐ
６
参
照
）

を
経
て
、
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
さ
れ
た
。

　

現
委
員
で
あ
る
竹
澤
秀

代
氏
（
美
原
台
）
の
任
期

が
９
月
30
日
で
満
了
と
な

る
こ
と
に
伴
い
、
引
き
続

き
同
氏
を
任
命
し
た
い
旨

令和５年度補正予算額（会計別）
会　計　名 補正額 補正後の総額 主な内容

一般会計（第３号）

介護保険特別会計（第１号）

水道事業会計（第１号）

下水道事業会計（第１号）

償還金の追加

異動に伴う人件費の補正

異動に伴う人件費の補正

企業債償還金の追加、異動に伴う人件費の補正

1億6,729万円

1,378万円

4,962万円

247万円

493万円

10万円

128億1,923万円

31億3,700万円

26億6,630万円

5億6,105万円

5億3,662万円

11億9,908万円

コロナワクチン接種関連国庫返還金の追加、
小学校ランドセル棚改修工事費の追加

介護給付費準備基金積立金の追加、償還金の
追加

国民健康保険特別会計
（第１号）

後期高齢者医療特別会計
（第１号）

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

無
記
名
投
票
の
結
果
、

全
員
賛
成
に
よ
り
同
意
さ

れ
た
。

　

任
期
は
令
和
５
年
10
月

１
日
か
ら
令
和
９
年
９
月

30
日
ま
で
の
４
年
間
。

　

太
子
町
ま
ち
づ
く
り
審

議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、

自
治
功
労
賞
２
名
、
社
会

功
労
賞
３
名
、
ス
ポ
ー
ツ

功
労
賞
１
名
の
表
彰
を
行

い
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
、

全
員
賛
成
に
よ
り
承
認
さ

れ
た
。

自
治
功
労
賞

   

井
村
淳
子
氏
（
矢
田
部
）

   

服
部
千
秋
氏
（
東
南
）

社
会
功
労
賞

   

北
川
重
美
氏
（
阿
曽
）

   

森
川
繁
清
氏
（
上
太
田
）

   

前
田
俊
春
氏
（
立
岡
）

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

   

森
澤
高
明
氏
（
東
出
）

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

た
け
ざ
わ
ひ
で

い 

む
ら
じ
ゅ
ん
こ

は
っ
と
り 

ち 

あ
き

き
た
が
わ
し
げ 

み

も
り
か
わ
し
げ
き
よ

ま
え 

だ  

と
し
は
る

も
り
さ
わ
た
か
あ
き

よ

功
労
者
等
に
つ
き
承
認

・
福
祉
医
療
費
助
成
条
例
（
一
部
改
正
）

　

こ
れ
ま
で
同
条
例
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
や
小
中
学
生
、
高
齢
期
移
行

者
等
へ
の
医
療
費
助
成
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
度
、
高
校
生
（
同
年

齢
の
方
を
含
む
）
の
入
院
医
療
費
に
係
る
自
己
負
担
額
が
、
全
額
助
成

さ
れ
る
よ
う
拡
充
が
図
ら
れ
る
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
よ
り
適
用
。

・
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
（
一
部
改
正
）

・
町
立
幼
稚
園
に
お
け
る
預
か
り
保
育

　

に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

町
立
幼
稚
園
で
試
行
さ
れ
て
き
た
３
歳
児

保
育
が
来
年
度
よ
り
本
格
実
施
さ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
、
通
常
の
保
育
時
間
終
了
後
か
ら
午

後
６
時
ま
で
の
「
預
か
り
保
育
」
が
可
能
で

あ
っ
た
が
、
ニ
ー
ズ
の
高
か
っ
た
早
朝
預
か

り
（
午
前
８
時
か
ら
保
育
開
始
ま
で
）
も
利

用
で
き
る
よ
う
改
正
さ
れ
た
。
ま
た
、
預
か

り
保
育
料
は
１
時
間
２
０
０
円
が
１
０
０
円

と
な
り
、
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
適
用
。

暮
ら
し
の
中
の
条
例

高
校
生
等
の
入
院
医
療
費
が
助
成
さ
れ
ま
す

・
・

幼
稚
園
で
の
早
朝
預
か
り
が
可
能
に

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案

町立幼稚園で早朝預かりはじまる

適応指導教室の移転先（ふれあいホール）

ど
う
な
っ
た　
　

以
前
の
あ
の
答
弁



太子町議会だより

45

太子町議会だより

９
月
定
例
会

各
会
計
決
算

ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁

一
　
般
　
質
　
問

議
　
決
　
結
　
果

委
員
会
報
告

９
月
定
例
会

各
会
計
決
算

議
　
決
　
結
　
果

一
　
般
　
質
　
問

委
員
会
報
告

ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁

一般会計歳出
126億9568万円
令和３年度比4.62％減決算決算 1400年記念事業

も実施 
聖徳太子没後
節目の年

町債（借金）と基金（貯金）の状況

町債
（借金）

基金
（貯金）

（一般会計分）

町民１人
あたり

118億5367万円
35万2316円 町民１人

あたり

30億2018万円
8万9766円

令和5年3月末人口：3万3645人

No.208  令和5年10月25日号No.208  令和5年10月25日号

総務費
18億8115万円
（14.8％） 

民生費
47億1782万円

（37.2％）　衛生費
９億
4017万円
（7.4％）

土木費
15億2222万円
（12.0％）

教育費
13億8991万円
（11.0％）

公債費
11億8455万円
（9.3％）

その他
10億
5986万円
　（8.3％）

消防費、商工費、農林水産
業費、労働費、議会費など

町債として借りた
お金の返済など

町民税、固定資産税
など町民の皆さんか
ら納められた税金

国や銀行から
借りたお金

地方譲与税、
利子割交付金
など

特別会計や基金から
繰り入れたお金

寄附金、使用料、手数料など地方自治体間の格差をなくす
ため、国から交付されたお金

国・県からの
補助金など

小・中学校や
スポーツ施設
の維持管理な
どにかかった
お金

道路や橋りょうの
整備、維持などに
かかったお金

予防接種・検診・
ごみ処理などに
かかったお金

高齢者・障害者福祉や
保育所、こども医療費助
成などにかかったお金

126億
9568万円

支出（歳出）
130億
2787万円

収入（歳入）

人件費、選挙費、ふるさと
納税推進事業、聖徳太子
1400年プロジェクト事業
などにかかったお金

町税
41億2235万円
（31.7％）

繰入金
３億5145万円（2.7％）

その他自主財源
11億6328万円（8.9％）

地方交付税
25億918万円
（19.2％）

国・県支出金
33億4437万円
（25.7％）

その他依存財源
10億4359万円
（8.0％）町　債

４億9365万円
（3.8％）

　

令
和
４
年
度
の
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
は
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
決
算
委
員
会
）
を
設
置
し
、
４
特
別
会
計
と
２
企
業
会
計
は
、
所
管
の
常

任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
ま
し
た
。
各
決
算
額
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

73億9079万円
（56.7％）

56億3708万円
（43.3％）

国・県・借入金に
頼ったお金

依存財源
町で集めたお金

自主財源

■特別会計決算の状況

※特別会計とは…
特定の事業の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別して別に処理するための
会計をいいます。

国民健康保険 32億969万円 31億9688万円 1281万円
介護保険 26億1087万円 25億4624万円 6463万円
後期高齢者医療 5億4286万円 5億3109万円 1177万円
墓園事業 1401万円 1263万円 138万円

会計名 歳入総額 歳出総額 差引残高

令和4年度

借金
貯金

■企業会計決算の状況 ※企業会計とは…地方公営企業法の適用を受けて独立採算を行う会計をいいます。

収益的収支 5億3816万円 4億9906万円 

資本的収支 7000万円 2億6857万円

1941万円（純利益）

△1億9857万円（不足額）

△2675万円（純損失）

△3億6384万円（不足額）

区　分 収　入 支　出

水道事業

収益的収支 11億7248万円 11億8386万円

資本的収支 8億2万円 11億6386万円
下水道事業

資本的収支の不足額については、「当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額」および「過年度分損益勘定留保資金」で補てん。

1400年プロジェクト
スズキコージLIVE  PAINTING

↓
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燃
料
費
や
物
価
の
高
騰

を
受
け
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
た
緊
急
支
援
が
主

な
内
容
。
住
民
税
非
課
税

世
帯
や
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
費

が
高
騰
し
た
事
業
者
等
を

対
象
と
し
て
い
る
。
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特

別
給
付
金
は
、
国
の
推
奨

が
世
帯
あ
た
り
３
万
円
で

あ
る
の
に
対
し
、
太
子
町

で
は
４
万
円
が
給
付
さ
れ

る
。

　

こ
れ
ま
で
の
予
算
に
２

億
８
９
１
万
３
千
円
を
追

加
し
て
、
予
算
総
額
は
１

２
６
億
４
，
８
４
７
万
１

千
円
と
な
る
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
た
。

●
主
な
質
疑
応
答

問
　
住
民
税
非
課

税
世
帯
は
昨
年
度

と
比
べ
て
ど
の
程

度
増
え
て
い
る
か
。

答
　
約
２
０
０
世

帯
増
加
し
て
い
る
。

申
請
書
は
、
令
和

４
年
度
に
既
に
給

付
さ
れ
た
世
帯
に

は
プ
ッ
シ
ュ
型
で

送
付
す
る
。
た
だ

し
、
給
付
金
を
受

け
取
る
口
座
等
を

変
更
す
る
場
合
や

令
和
５
年
度
に
新

た
に
住
民
税
非
課

税
と
な
る
世
帯
の

方
は
、
申
請
が
必

要
に
な
る
。　

　

物
価
高
騰
へ
の
対
策
と

し
て
、
県
に
よ
る
補
助
金

を
活
用
し
、
保
育
施
設
等

へ
支
援
金
を
給
付
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
予
算
に
３

４
６
万
４
千
円
を
追
加
し

て
、
予
算
総
額
は
１
２
６

億
５
，
１
９
３
万
５
千
円

と
な
る
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
た
。

●
主
な
質
疑
応
答

問
　
対
象
と
な
る
の
は
16

施
設
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
内
訳
は
。
ま
た
支
給

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

の
説
明
を
求
め
る
。

答
　
公
立
の
保
育
施
設
は

対
象
外
。
私
立
認
定
こ
ど

も
園
が
６
園
、
認
可
外
保

育
施
設
が
８
施
設
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
２
施
設

だ
。
補
助
金
額
の
計
算
式

は
、
下
記
の
と
お
り
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
委
員
会

　

16
施
設
合
計
で
３
３
８

万
４
千
円
と
な
る
。

問
　
こ
の
県
補
助
金
の
使

途
は
限
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
あ
く
ま
で
も
物
価
高

騰
支
援
の
県
事
業
で
あ
る

の
で
、
そ
れ
に
充
当
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

岩
見
構
下
地
区
農
地
整

備
事
業
の
結
果
、
字
の
区

域
の
変
更
が
生
じ
た
た
め
。

　

総
務
経
済
建
設
常
任
委

員
会
で
の
付
託
審
査
（
Ｐ

14
参
照
）
を
経
て
、
全
員

賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。 　　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

（
令
和
５
年
３
月
31
日
公

布
）
に
伴
う
改
正
。

　

総
務
経
済
建
設
常
任
委

員
会
で
の
付
託
審
査
（
Ｐ

14
参
照
）
を
経
て
、
全
員

賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

　

こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置

に
伴
う
事
務
の
移
管
を
受

け
、
条
例
中
の
「
厚
生
労

働
大
臣
」
の
文
言
を
「
内

閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
た
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
た
条
番
号
の

修
正
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
た
。

　

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
に

伴
い
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
、
学
校
教
育
法
な

ど
法
律
等
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
た
文

言
の
修
正
。

　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

で
の
付
託
審
査
（
Ｐ
15
参

照
）
を
経
て
、
全
員
賛
成

に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
網
干
総
合
車
両
所

（
福
地
）
を
ま
た
ぐ
陸
橋
、

「
中
道
跨
線
橋
」
の
修
繕

工
事
。
町
の
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
行

う
も
の
で
、
主
な
内
容
は

高
欄
取
り
替
え
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
剥
落
防
止
、
鋼

材
部
の
塗
り
替
え
、
雨
水

対
策
な
ど
。
国
の
防
災
・

安
全
社
会
資
本
整
備
交
付

金
を
活
用
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
敷
地
内
で
鉄
道
設

備
に
近
接
す
る
工
事
と
な

る
た
め
、
西
日
本
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
と
工
事
委
託

の
協
定
を
結
ぶ
。
協
定
額

は
11
億
４
，
０
７
２
万
８

千
円
、
工
事
の
完
了
は
令

和
８
年
３
月
25
日
の
予
定
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
た
。

●
主
な
質
疑
応
答

問
　
約
３
年
間
工
事
が
行

わ
れ
る
が
、
通
学
路
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
か
。

答
　
新
た
な
迂
回
路
を
設

け
る
予
定
は
な
く
、
現
状

の
歩
道
を
使
っ
て
い
た
だ

く
。
工
事
自
体
は
夜
間
が

主
体
で
あ
る
が
、
安
全
を

確
保
す
る
よ
う
工
事
業
者

に
も
指
示
し
、
町
と
し
て

も
確
認
し
て
い
き
た
い
。

問
　
契
約
金
額
が
11
億
４
，

０
０
０
万
円
と
多
額
だ
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

の
中
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
。

答
　
法
令
に
基
づ
く
定
期

点
検
に
よ
る
判
定
で
、
こ

の
跨
線
橋
は
５
年
以
内
に

修
繕
工
事
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
橋
梁
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
緊
急
的
に
工
事
を
行
い

た
い
。

　

こ
の
工
事
は
約
20
年
間

も
た
せ
る
目
標
で
設
計
し

て
い
る
。
今
回
補
修
で
き

な
け
れ
ば
、
将
来
も
っ
と

大
き
な
費
用
負
担
と
な
る
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
に
よ
り
、
小
規
模
事
業

者
に
お
け
る
負
担
増
や
取

引
排
除
、
廃
業
等
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
国

に
対
し
て
同
制
度
の
中
止

を
求
め
る
内
容
。

　

総
務
経
済
建
設
常
任
委

員
会
で
の
付
託
審
査
（
Ｐ

14
参
照
）
を
経
て
、
賛
成

少
数
に
よ
り
不
採
択
と
な

っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

学
び
を
確
保
す
る
た
め
、

中
学
校
・
高
等
学
校
で
の

35
人
学
級
の
実
施
、
教
職

員
の
定
数
改
善
と
国
の
財

源
保
障
等
を
求
め
る
内
容
。

　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

で
の
付
託
審
査
（
Ｐ
15
参

照
）
を
経
て
、
全
員
賛
成

に
よ
り
採
択
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
、
閉
会
後
、
国
に

対
し
て
下
記
の
内
容
で
意

見
書
を
提
出
し
た
。

No.208  令和5年10月25日号No.208  令和5年10月25日号
　

９
月
定
例
会
の
会
期
中
、

９
月
11
日
か
ら
３
日
間
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決

算
を
審
査
す
る
た
め
決
算

委
員
会
を
開
催
。

　

７
名
の
委
員
に
よ
る
審

査
の
結
果
、
賛
成
多
数
に

よ
り
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
、
本
会
議
で
報
告
し

た
。

【
全
般
に
つ
い
て
】

　

令
和
４
年
度
決
算
の
財

政
収
支
バ
ラ
ン
ス
は
健
全

性
を
維
持
し
、
財
政
調
整

基
金
等
へ
の
順
調
な
積
み

立
て
が
で
き
て
い
る
。
今

後
も
、
事
業
執
行
に
お
い

て
有
利
な
起
債
や
国
・
県

の
補
助
金
を
活
用
し
て
、

町
の
財
政
負
担
を
少
し
で

も
減
ら
す
よ
う
に
努
め
る

こ
と
。
ま
た
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
引

き
続
き
計
画
的
な
人
材
の

確
保
・
育
成
に
努
め
、
情

報
共
有
に
よ
る
部
課
を
越

え
た
連
携
を
一
層
強
め
る

こ
と
。
な
お
、
今
回
の
決

算
を
受
け
て
、
今
後
の
行

財
政
改
革
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
求
め
る
。

【
歳
入
に
つ
い
て
】

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に

減
収
と
な
っ
た
が
、
体
験

型
返
礼
品
な
ど
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
が
出
て
い
る
こ
と

を
生
か
し
、
国
の
制
度
変

更
や
他
市
町
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
、
町
の
魅
力

を
発
信
し
、
増
収
に
繋
が

る
よ
う
に
調
査
・
研
究
す

る
こ
と
。
ま
た
、
町
税
等

の
収
納
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
は
県
平
均
並
み
に
上
げ

る
こ
と
を
念
頭
に
、
滞
納

額
の
徴
収
も
含
め
た
収
納

業
務
の
体
制
の
強
化
（
職

員
数
の
確
保
・
知
識
と
経

験
の
積
み
重
ね
）
に
よ
る

増
収
に
努
め
る
こ
と
。

【
歳
出
に
つ
い
て
】

　

各
課
と
も
に
、
需
用
費

の
経
費
削
減
に
取
り
組
む

姿
勢
は
大
い
に
評
価
で
き

る
が
、
光
熱
水
費
等
の
高

騰
は
、
全
て
の
施
設
に
お

い
て
経
費
の
増
加
に
つ
な

が
る
た
め
、
町
財
政
全
体

へ
の
深
刻
な
影
響
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
世
界
情
勢

や
景
気
動
向
を
見
据
え
、

財
政
課
を
中
心
に
各
課
が

共
通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
。

ま
た
、
一
部
で
は
大

き
な
不
用
額
が
見
受

け
ら
れ
る
の
で
、
引

き
続
き
積
算
精
度
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
審
査
質

疑
の
過
程
で
明
確
に

な
っ
た
下
記
の
点
に

つ
い
て
、
事
業
の
推

進
と
改
善
を
求
め
る
。

１　聖徳太子1400年プロジェクトで得られた活気や住民参画の機運を、今後の町政に活かせるような
施策を展開すること。

２　関係団体等と連携しながら、ファミリーサポート事業や引きこもりサポート事業など、住民に寄
り添った事業の推進に努めること。

３　子どもたちの学びの場をより良いものにするために、外部人材の活用や地域との協働を、より一
層推進すること。

４　契約に関して、随意契約については根拠を明確にし、適正に事務執行すること。

５　他団体への補助金の支出等については、その執行について随時精査すること。

審
査
意
見全員賛成で可決・承認・同意・認定した議案等

議　案　名

水道事業会計補正予算（第1号）

太子町福祉医療費助成条例（一部改正）

太子町放課後児童健全育成事業実施条例（一部改正）

太子町立幼稚園設置条例（一部改正）

太子町立幼稚園における預かり保育に関する条例（一部改正）

功労者等の承認について

教育委員会の委員の任命につき同意を求めること

物品購入契約の締結について（学校給食共同調理センター食器）

兵庫県町土地開発公社の解散について

令和４年度兵庫県太子町水道事業会計剰余金の処分について

墓園事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和5年度補正予算

条例

その他

承認

同意

契約

令和4年度決算

議会中継

議会中継　太子町

平成 28 年３月定例会よりインターネットを利用した録画映像を配信しています。
＜配信内容＞
定例会・臨時会の全日程
＜視聴方法＞
パソコン・タブレット・スマートフォンなどを利用し、太子町ホームページから太子町議会→議会中継へ
とお進みください。

議会は町ホームページでもご覧になれます

議案賛成者は「○」、反対者は「×」とします。退席者は「退」、欠席者は「欠」とします。
議長は「－」、議長に表決権はありません。賛否の分かれた議案等

令和５年９月定例会議決結果
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志
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原　
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典
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貞　

次

北　

川　

嘉　

明

首　

藤　

佳　

隆

藤　

澤　

元
之
介

堀　
　
　

卓　

史

中　

薮　

清　

志

玉　

田　

正　

典

森　

田　

哲　

夫

出　

原　

賢　

治

桑　

名　

幸　

夫

玉　

田　

晶　

久

山　

本　

順　

久

吉　

田　

智　

子

結果

令
和
５
年
度
補
正
予
算

令
和
４
年
度
決
算

一般会計補正予算（第3号） 

国民健康保険特別会計補正予算（第1号) 

介護保険特別会計補正予算（第1号） 

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号) 

下水道事業会計補正予算（第1号） 

一般会計歳入歳出決算の認定 

国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 

介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

水道事業会計決算の認定 

下水道事業会計決算の認定

1400 年プロジェクトにちなんで
様々なイベントや取組みが行われました。

斑鳩寺に存在する日本古来の柑橘「大和橘」で地域活性化

決
算
委
員
会
委
員

中
薮　

清
志  

委
員
長

堀　
　

卓
史

　
　
　
　

 

副
委
員
長

玉
田　

正
典  

委
員

森
田　

哲
夫  

委
員

出
原　

賢
治  

委
員

玉
田　

晶
久  

委
員

山
本　

順
久  

委
員

９
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会
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決
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ど
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な
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の
あ
の
答
弁

一　

般　

質　

問
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7人が

質問者 質　問 掲載頁

玉田　晶久

山本　順久

中島　貞次

吉田　智子

出原　賢治

中薮　清志

森田　哲夫

P9

P10

P10

P11

P11

P12

P12

マークのあるテーマを掲載しています。その他のテーマ、全文は会議録・動画をご覧ください。　各QRコードから動画をご覧いただけます。

定例会２日目、３日目（８月31日、９月１日）の一般
質問に７人の議員が登壇。
町執行機関に対し行政の在り方などを質問し、議論
が行われました。

小中学校の給食完全無償化はいつか
高校生等の医療費無料化に所得制限等を設けるのか
高齢者の補聴器購入補助制度の創設を
自転車用ヘルメット購入補助についての考えは
小中学校の体育館にもエアコンを
教師用副読本の負担の在り方をどう考えるか
太子町を美しい町にするには
経済発展の政策は
町のにぎわい創出の取り組みは
人権保護の観点から、戸籍等の事前登録型本人通知制度の整備を
災害時における透析患者へのケアを検討せよ
脱炭素社会へ向けた町の取り組みは
住民参加型の町政を目指すには
光熱水費への補助はできないか
町民グラウンドをもっと活用するには
高齢者がいきいきと健康で長寿な町を目指した取り組みは
行政の役割を熟知した人材育成と行政組織体制のあり方は

玉田 晶久 議員
たま   だ    あきひさ

問

答

学校給食費の完全無償化目標年は

任期中の実現を目指すが
　　　　　総合的に検討する

玉
田 

晶
久 
議
員

　
　
　
　

国
や
県
の
悪
政
か
ら
町
政
が
防
波

堤
と
な
り
町
民
を
守
る
べ
き
だ
。
高
す
ぎ
る

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
に
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
が
不
十
分
。
播
磨
臨
海

地
域
道
路
網
協
議
会
に
参
加
し
て
お
り
、
無
駄

な
大
型
公
共
事
業
よ
り
も
福
祉
予
算
の
増
額
を
。

出
原 

賢
治 

議
員

　
　
　
　

改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
の
は
事
実

だ
が
、
そ
の
多
く
は
、
社
会
の
大
き
な
変
化

の
中
で
当
町
に
も
突
き
付
け
ら
れ
た
課
題
だ

と
思
う
。
こ
の
決
算
審
議
で
指
摘
の
あ
っ
た

点
を
次
年
度
の
予
算
策
定
に
活
か
し
、
行
財

政
改
革
に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

だ
。

玉
田 

晶
久 

議
員

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
が
抱
え
る
構
造
的

な
課
題
を
、
財
政
運
営
の
都
道
府
県
化
、
都

道
府
県
と
市
町
の
役
割
分
担
で
解
消
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
町
も
こ
の
方
針
に
追
随
し
て

お
り
、
こ
の
制
度
は
町
独
自
の
意
見
が
通
ら

ず
、
町
民
の
防
波
堤
と
し
て
の
役
割
が
果
た

せ
な
い
。

玉
田 

晶
久 

議
員

　
　
　
　

㈱
東
芝
が
フ
ル
回
転
し
て
い
た
時

代
と
は
異
な
り
、
少
子
高
齢
化
で
大
幅
に
水

需
要
が
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
傾
向

が
見
込
ま
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
い
県

水
を
購
入
し
て
お
り
、
無
駄
遣
い
と
な
っ
て

い
る
。

玉
田 

晶
久 

議
員

　
　
　
　

皮
革
前
処
理
を
行
う
業
者
が
処
理

場
を
建
設
す
べ
き
な
の
に
、
町
の
施
設
と
し

て
建
設
し
た
こ
と
が
間
違
い
の
始
ま
り
。
前

処
理
施
設
規
模
の
縮
小
、
ま
た
下
水
道
事
業

の
約
74
％
と
い
う
有
収
率
を
向
上
さ
せ
る
努

力
を
求
め
る
。

賛成
令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
の
認
定

令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
定

反対反対

反対反対

　
９
月
定
例
会
最
終
日
、
採
決

に
あ
た
り
、
次
の
内
容
で
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

９月定例会で、次の３点について、それぞれ報告があった。

太子町の財政状況は？　健全化判断比率等の報告について
　令和４年度の決算に基づき報告を受けた。

＜結論＞昨年度より実質公債費比率は悪化しているものの、健全性は維持している。

債権管理条例に基づく債権放棄の報告について
　太子町債権管理条例第6条の規定に基づき、上水道事業（水道料金）の債権を放棄した。
　総額は11万4,379円（63件）で、債権放棄の理由は債務者死亡、時効など。

教育に関する事務の管理・執行状況の点検及び評価の報告について
　令和４年度における教育委員会の事業内容や実施状況などを、元学校教育関係者等の外部評価委
員が点検・分析・評価を行って今後の取り組みに生かすもの。
　「学校教育の充実」32項目、「社会教育の充実」26項目について点検・評価され、
成果と課題についての意見が付された。

※詳細は太子町のホームページで確認できます。

実質公債費比率… 10.6％（昨年度は9.6％）
将来負担比率…… 31.0％（昨年度は40.2％）

数値が低いほど財政状況が良い。健全化基準は25％

状況が悪いほど数値が高くなる。健全化基準は350％

定例会最終日
（討論含む）

９
月
定
例
会

各
会
計
決
算

ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁

一
　
般
　
質
　
問

議
　
決
　
結
　
果

委
員
会
報
告

９
月
定
例
会

各
会
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決
　
結
　
果
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質
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員
会
報
告

ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
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弁



出原 賢治 議員

問

答

災害時における
　　　透析患者へのケアを検討せよ
研究の上で取り組み方法を考える
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吉田 智子 議員

中島 貞次 議員

問

答

住みよい美しい太子町をめざすには

定期的に巡回チェックを行い
　　　　　　　　善処していく

山本 順久 議員

問

答

自転車用ヘルメット購入補助の考えは

実施予定はないが
　　　　引き続き研究していく

問

答

経済発展の政策は

市街化調整区域等で
　　企業用地を確保していく

No.208  令和5年10月25日号No.208  令和5年10月25日号

階段の手すりまで伸びた雑草

いではら   けん  じ なかしま  てい  じ

よし  だ    さと  こ やまもと  よりひさ

９
月
定
例
会

各
会
計
決
算

ど
う
な
っ
た
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あ
の
答
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以前の定例会での一般質問が、その後どのように反映されたかを追跡！

令和3年7月26日発行より

あの答弁あの答弁以前のどうなった

199号

あの日あの時あの質問あの日あの時あの質問

　　　　　　生理の貧困の
理解を深め、支援策の検討を

　　　　中学校２校に生理用品
の配布をした。今後も支援策を
検討する

質疑 答弁

①防災備蓄品のローリングストックにて生理用品を町内の２中学校のトイレ
に配置しており、今年度は県立太子高校、町内の４小学校、適応指導教室
のトイレにも拡充を検討している。
②県から提供される生理用品セットを学校の保健室に備え置き、必要とする
児童生徒に配布していく。その際、県が実施している女性ためのＳＮＳ相談
やオンライン相談についての事業の案内も合わせて配布する予定。
③生活困窮者等への支援としては、食品・日用品等に加え、現在は生理用品
も配布している。

その後

令和4年10月25日発行より204号

　　　　　太子西中学校の
トイレの洋式率は25％だが、
環境改善策は

計画の前倒しで、
来年度の第一要望と
し、環境を整えたい

質疑 答弁

　　　　　　太子西中学校については、当初、令和７年、８年度に南校舎、北校舎のトイレの改良
を予定していたが、中学生議会（令和４年８月）での提案もあり、最優先課題として取り組み、１年前
倒しで実施できることとなった。
結果、令和６年度に南校舎、令和
７年度に北校舎のトイレの洋式
化工事を実施する予定である。
今後、小学校のトイレでも洋式
化されていない箇所を順次、洋
式化していきたいと考えている。

その後

No.208  令和5年10月25日号No.208  令和5年10月25日号

ひょうご女性サポートSNS
こころちゃっと

森田 哲夫 議員

問

答

公務員経験者の活用と新たな行政体制は

提言として受け止める

中薮 清志 議員

もり  た    てつ  お

なかやぶ   きよ  し

問

答

電気料金などの補助は考えられないのか

国の補助があれば検討する

９
月
定
例
会

各
会
計
決
算

ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
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問
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７
月
13
日

　

公
共
用
地
・
公
共
施
設

等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

普
通
財
産
の
う
ち
９
カ
所

の
住
所
・
現
状
・
今
後
の

用
途
等
を
資
料
要
求
し
た

上
で
調
査
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

　　

公
共
用
地
・
公
共
施
設

等
の
在
り
方
に
つ
い
て
要

求
し
た
資
料
（
地
図
等
）

の
提
出
が
あ
り
、
協
議
し

た
。
こ
れ
に
基
づ
き
次
回

以
降
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

①
令
和
３
年
と
５
年
に
、

議
会
棟
の
外
壁
修
繕
工
事

を
実
施
し
た
件
に
つ
い
て
、

原
因
究
明
お
よ
び
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
た
。

●
主
な
説
明
内
容

　

要
因
は
さ
ま
ざ
ま
考
え

ら
れ
る
が
、
特
に
温
度
、

湿
度
の
変
化
に
伴
う
ひ
ず

み
が
繰
り
返
し
発
生
し
た

こ
と
で
壁
面
に
亀
裂
が
生

じ
た
と
考
え
て
い
る
。
今

後
の
対
策
と
し
て
は
、
建

物
を
健
全
な
状
態
で
安
全

に
使
用
す
る
た
め
、
定
期

的
な
点
検
を
行
い
な
が
ら

運
用
し
て
い
く
。

②
平
成
26
年
と
28
年
に
総

合
公
園
多
目
的
広
場
等
で

施
工
さ
れ
た
電
線
管
埋
設

工
事
に
お
い
て
瑕
疵
が
あ

っ
た
と
し
て
、
令
和
４
年

４
月
、
町
が
施
工
業
者
に

対
し
損
害
賠
償
請
求
裁
判

を
起
こ
し
た
が
、
そ
の
概

要
及
び
裁
判
の
経
過
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
た
。

●
主
な
説
明
内
容

　

既
に
埋
設
さ
れ
て
い
た

電
線
管
に
電
線
を
通
そ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
管
に
電

線
が
入
ら
な
い
と
い
う
不

具
合
が
発
覚
し
た
こ
と
か

ら
、
最
終
的
に
裁
判
に
発

展
し
た
も
の
。
令
和
４
年

に
３
回
、
５
年
に
４
回
の

弁
論
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
。
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
、
係
争
中
に
つ
き

説
明
で
き
な
い
。

　

付
託
さ
れ
た
企
業
会
計

決
算
の
認
定
２
件
の
審
査

を
行
い
、
い
ず
れ
も
賛
成

多
数
に
よ
り
認
定
す
べ
き

も
の
と
し
、
本
会
議
で
報

告
し
た
。

　
●
主
な
質
疑
応
答

問　

営
業
外
収
益
の
決
算

額
が
令
和
２
・
３
年
度
と

課
題
調
査

８
月
10
日

課
題
調
査

課
題
調
査

９
月
６
日

付
託
案
件
審
査

所
管
事
務
調
査

７
月
12
日

８
月
９
日

課
題
調
査

比
べ
る
と
約
１
億
円
減
少

し
て
い
る
が
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

伴
い
過
去
２
年
間
、
減
免

分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
て
い
た
が
、
令
和
４

年
度
は
減
免
を
し
て
い
な

い
た
め
、
そ
の
分
が
減
額

と
な
っ
て
い
る
。

問　

立
岡
山
南
配
水
池
を

維
持
し
て
い
る
理
由
は
。

答　

災
害
や
導
水
管
の
破

損
等
の
事
故
に
備
え
る
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
北

配
水
池
を
以
前
よ
り
容
量

を
大
き
く
し
て
更
新
し
て

い
る
た
め
、
南
配
水
池
の

維
持
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

令
和
４
年
度
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定

令
和
４
年
度
下
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定

　

「
手
話
言
語
条
例
の
制

定
」
に
向
け
て
今
後
の
進

め
方
に
つ
き
検
討
し
た
。

　

「
手
話
言
語
条
例
の
制

定
」
に
向
け
現
場
の
意
見

を
聞
き
、
今
後
の
手
話
言

語
条
例
の
制
定
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
手
話
言
語
の
国

際
デ
ー
に
合
わ
せ
て
開
催

さ
れ
る
意
見
交
換
会
（
９

月
24
日
）
に
有
志
で
参
加

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
条
例
４
件
、

特
別
会
計
決
算
の
認
定
４

件
の
審
査
を
行
い
、
い
ず

れ
も
全
員
賛
成
に
よ
り
可

決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と

し
、
本
会
議
で
報
告
し
た
。

　
福
祉
医
療
費
助
成
条
例

（
一
部
改
正
）

●
主
な
質
疑
応
答

問　

高
校
生
（
同
年
齢
の

方
を
含
む
）
の
入
院
医
療

費
に
係
る
自
己
負
担
額
を

全
額
補
助
す
る
事
業
で
あ

る
が
、
そ
の
影
響
額
は
。

答　

年
間
１
，
１
５
０
人

が
対
象
と
想
定
し
、
入
院

費
が
２
０
０
万
円
の
予
定

で
あ
る
。

（
Ｐ
３
「
暮
ら
し
の
中
の

条
例
」
参
照
）

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
実
施
条
例

（
一
部
改
正
）

●
主
な
質
疑
応
答

問　

盆
休
み
を
変
更
す
る

理
由
は
。

答　

小
中
学
校
と
幼
稚
園

の
一
斉
閉
鎖
日
が
、
現
在

の
８
月
14
日
〜
16
日
か
ら

８
月
13
日
〜
15
日
に
な
る

予
定
で
あ
り
、
小
学
校
の

校
舎
や
敷
地
内
で
実
施
し

て
い
る
学
童
保
育
園
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
合

わ
せ
る
よ
う
調
整
し
た
。

課
題
調
査

９
月
５
日

付
託
案
件
審
査

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

か
　
し

No.208  令和5年10月25日号No.208  令和5年10月25日号

●
主
な
質
疑
応
答

問　

雨
天
時
の
侵
入
水
の

対
策
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
進
展
は
。

答　

流
域
下
水
道
の
関
係

団
体
が
集
ま
り
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。
町
に
お
い

て
は
、
職
員
が
巡
回
点
検

し
、
公
共
ま
す
等
の
確
認

を
し
て
い
る
。

問　

雨
水
１
・
４
号
幹
線

の
工
事
監
理
業
務
が
直
営

で
で
き
な
い
理
由
は
。

答　

オ
ー
プ
ン
シ
ー
ル
ド

工
法
等
の
特
殊
工
法
で
施

工
し
て
お
り
、
一
般
的
な

土
木
工
事
に
比
べ
る
と
難

易
度
が
高
い
た
め
委
託
し

て
い
る
。

　

現
在
活
用
さ
れ
て
い
な

い
公
共
用
地
・
公
共
施
設

に
つ
い
て
、
次
回
委
員
会

で
現
地
確
認
す
る
こ
と
と

し
た
。

町
立
幼
稚
園
設
置
条
例

（
一
部
改
正
）

●
主
な
質
疑
応
答

問　

３
歳
児
保
育
が
本
格

実
施
さ
れ
る
が
、
保
育
所

と
幼
稚
園
の
一
体
化
に
向

け
た
認
識
は
。

答　

一
体
化
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。令

和
４
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

●
主
な
質
疑
応
答

問　

不
納
欠
損
額
が
減
少

し
て
い
る
要
因
は
。

答　

口
座
振
替
の
勧
奨
や

個
別
徴
収
を
実
施
し
、
滞

納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
、

財
産
調
査
や
差
し
押
さ
え

等
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

●
主
な
質
疑
応
答

問　

後
期
高
齢
者
医
療
費

が
増
加
す
る
が
、
対
策
は
。

答　

高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
な

実
施
に
取
り
組
み
、
フ
レ

イ
ル
予
防
、
歯
科
健
診
等

を
推
進
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
審
議
し
た
議
案

は
次
の
と
お
り
。

町
立
幼
稚
園
に
お
け
る

預
か
り
保
育
に
関
す
る

条
例
（
一
部
改
正
）

（
Ｐ
３
「
暮
ら
し
の
中
の

条
例
」
参
照
）

令
和
４
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

令
和
４
年
度
墓
園
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

　

８
月
２
日（
水
）神
戸

市
・
県
民
会
館
に
お
い
て
、

県
下
２
市
12
町
議
会
の

各
広
報
委
員
会
の
議
員

が
一
堂
に
会
し
て「
議
会

広
報
研
究
会
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

太
子
町
か
ら
は
広
報

広
聴
委
員
会
委
員
と
議

長
が
参
加
し
、
研
修
１

「
伝
わ
る
議
会
報
の
編
集

ポ
イ
ン
ト
」、研
修
２「
広

報
誌
ク
リ
ニ
ッ
ク
」を
受

講
し
ま
し
た
。ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、参
加
市
町
が
持

ち
寄
っ
た
議
会
広
報
紙
の

良
い
事
例
と
気
を
つ
け
た

い
事
例
を
、具
体
的
に
指

摘
し
な
が
ら
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、自
治
体
広
報

広
聴
研
究
所
代
表
理
事
・

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
金
井

茂
樹
氏
。

基
調
講
演
の
内
容（
一
部
）

①
誰
に
・
何
を
・
ど
の
よ

う
に
伝
え
る
か（
３
つ

の
心
が
け
）が
必
要
。

②
リ
ー
ド
文
（
予
測
情

報
）で
理
解
を
し
や
す

く
す
る
。

③
情
報
表
現
と
し
て
、視

認
性（
見
出
し
）・
可
読

性
（
読
み
や
す
い
文

章
）・
判
読
性（
わ
か
り

や
す
い
文
章
）・
デ
ザ
イ

ン
性（
整
っ
て
い
る
）に

配
慮
が
必
要
。

④
紙
面
の
み
で
制
度
や

仕
組
み
を
読
者
に
伝

え
る
こ
と
は
困
難
で
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
の
緊

密
な
連
携
が
必
要
。

⑤
読
者
に
対
し
、理
解
を

深
め
て
も
ら
う
工
夫

を
す
る
こ
と
が
重
要
。

か
な   

い

し
げ   

き

立岡山山頂の南配水池

太田学童保育園（令和４年度に竣工した園舎）

９
月
定
例
会

各
会
計
決
算

ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁

一
　
般
　
質
　
問

議
　
決
　
結
　
果

委
員
会
報
告

９
月
定
例
会

各
会
計
決
算

議
　
決
　
結
　
果

一
　
般
　
質
　
問

委
員
会
報
告

ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁

広
報
　

研
究
会



あなたの　　　　を

お聴かせください

「声」「声」

議会だよりを
読んでのご感想など
お聴かせください。

お問い合わせは 太子町議会事務局 まで
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暑
い
夏
も
終
わ
り
、過
ご
し
や

す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

食
欲
の
秋
、芸
術
の
秋
、ス
ポ

ー
ツ
の
秋
、秋
の
楽
し
み
方
も

色
々
あ
り
ま
す
ね
。

９
月
定
例
会
で
は
、令
和
４
年

度
決
算
な
ど
多
く
の
議
案
を
審

議
し
ま
し
た
。そ
の
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
お
伝
え
出
来
る
よ
う

に
、図
解
を
多
く
使
う
な
ど
の
工

夫
を
し
て
編
集
し
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
山
本
順
久　

記
）

◆
編
集

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

吉
田　

智
子

副
委
員
長　

出
原　

賢
治

委　
　

員　

清
原　

良
典

　

〃　
　

森
田　

哲
夫

　

〃　
　

玉
田　

晶
久

　

〃　
　

山
本　

順
久

編
集
後
記

12月定例会予定

太子町議会だより

マスコットキャラクター

たいしん

・11月27日（月）【第1日／提案説明】
・11月30日（木）【第2日／一般質問】
・12月  1日（金）【第3日／一般質問】
・12月  4日（月）【第4日／議案質疑】
・12月18日（月）【第5日／討論・採決】

議会傍聴に
お越しください！

　12月定例会の予定は、左記のとおりですが、変更する
場合がありますので、正式日程はホームページまたは
議会事務局までお問い合わせ下さい。

◆お知らせ

ひ
ょ
う 

し 

ぎ

か

ひ
え   

だ
稗
田
神
社
の
秋
祭
り

「
伝
統
を
引
き
継
ぐ
君
た
ち
へ
」

※

太
子
町
で
は
他
に
、
田
中
（
黒
岡

　
神
社
）、
町
與
（
黒
岡
神
社
）、
糸

　
井
（
魚
吹
八
幡
神
社
）
の
屋
台
が

　
あ
る
。

太子町！あれこれピックアップ♪
　
９
月
に
な
る
と
、
夜
に
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
秋
祭
り
に
向
け
、

屋
台
の
乗
り
子
が
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
独
特
の
リ
ズ
ム
に
、
今
年
も
こ
の

季
節
が
や
っ
て
き
た
と
感
じ
る
人
も
多
い
。

秋
祭
り
、そ
の
伝
統
と
未
来

ま
つ

み
こ
し

お  

た
び
し
ょ

と  
ぎ
ょか

ん
ぎ
ょ

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

ひ
え 
だ
の  

あ   

れ

す
さ
の
お
の
み
こ
と

ま
ち
か
ぶ

や  
た
い
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